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ADL の工程・動作に関わる環境因子のチェックリスト(PA-ADL)の開発に関する研究 

- 食事の支度，生活の管理に関わるチェックリストの整合性の分析 - 

研究分担者：田平 隆行  鹿児島大学医歯学域医学系・教授  

（研究協力者：下木原俊 鹿児島大学大学院保健学研究科博士後期課程） 

 
研究要旨：Photo Assessment(以下，PA)（Ishimaru et al,2022）とは，専門職種が患者宅に

訪問することなく ADL や住環境の評価・生活指導を行えるよう，介護者が撮影した家屋内
外写真から生活環境を評価するものである．COVID-19 から学んだ生活指導・リハビリテ
ーションに資する新しい遠隔型環境評価である．今回は，大阪大学精神医学教室が臨床試行
した PA を基にした暫定版チェックリストの作成を目的に，本研究では 1) 暫定版項目群作
成，2) デルファイ法を用いたチェックリスト項目の検討を実施した．老年精神医学，認知
症作業療法の経験を有す作業療法士 5 名で認知症に関連する日常生活及び環境因子に関す
る先行研究を元に暫定版のチェックリスト(PA-ADL チェックリスト)を作成した．老年精
神医学および認知症の経験を有す研究分担者及び研究協力者に対して模擬ケースを元に，
暫定版 PA-ADL チェックリストの記入を依頼し，項目の検討を実施した．「食事の支度」，
「生活の管理」各項目を詳細に検討した結果，31/全 38 項目が 70％以上の高い一致率であ
った．一致率の低い項目を中心に改良を実施した． 
 
Ａ．研究目的 
認知症は，認知機能低下に伴い様々な生活

行為障害を生じるが，早期から具体的な生
活状態を捉えることはリハビリテーション
計画に必要不可欠である．通所・訪問リハビ
リテーションや外来リハビリテーションな
ど在宅訪問時に観察や聞き取りにて実施し
ている．しかしながら，新型コロナウィルス
感染拡大よって訪問や通所自体制限され，
非接触型の生活行為の評価および介入指導，
安全な生活環境の確保などが求められるよ
うになった．共同研究機関である大阪大学
精神医学教室では，非訪問型の生活評価シ
ステム「Photo Assessment(以下，PA)」を
開発した（Ishimaru et al,2022）．これは，訪
問を行う専門職種が患者宅に出向くことな
く ADL や住環境の評価・生活指導を行える
よう，キッチンや風呂場などの各居室，服用
している薬の保管場所，普段使用している

生活家電など，在宅生活を把握できる評価
項目をマニュアル化し，本マニュアルに沿
って介護者に自宅写真を撮ってもらい，回
収した写真から生活を評価するものである．
写真情報は生活評価の上で非常に重要であ
ることが確認された一方で，評価者の職種
や経験年数，聞き取り方や居室写真の着目
点の違いによって評価に差が生じることが
考えられた．そこで初年度は，通常臨床にお
いて過去に PA を実施した対象者をもとに
後方視的に検証し，PA の手順書の作成およ
び PA で重視すべき環境因子の暫定版チェ
ックリスト(PA-ADL チェックリスト)の作
成を目的とする．本資料では，「食事の支度」，
「生活の管理」に関わる暫定版のチェック
リストの整合性の分析について記載する． 

 

B. 研究方法 
暫定版チェックリストの作成を目的に，本
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研究では 1) 暫定版項目群作成，2) デルフ
ァイ法を用いたチェックリスト項目の検討
を実施した． 
 

1．暫定版項目群の作成 
老年精神医学，認知症の経験を有す作業

療法士 5 名で認知症に関連する日常生活
及び環境因子に関する先行研究を元に暫
定版を作成した． 

 
2．デルファイ法を用いたチェックリスト項
目の検討 
老年精神医学および認知症の経験を有す

研究分担者及び研究協力者に対して模擬ケ
ースを元に，暫定版 PA-ADL チェックリス
トの記入を依頼し，資料を郵送した．暫定版
PA-ADL チェックリストの各項目について，
各回答者がチェックをつけた/つけていな
い割合を分析し，項目の整合性を確認した．
チェックをつけていない場合を 0，チェッ
クをつけた場合を 1 とし，有効解答のうち
各項目のそれぞれの割合を算出した．各項
目は 0 か 1 に別れるため，いずれか高い値
を用い，一致の割合は 50%-100%の範囲を
示す．一致度が低い項目(50%-60%台)を再
検討し，暫定版 PA-ADL チェックリストの
改良を重ねた． 
 

(倫理面への配慮) 
対象者から大阪大学大学院医学系研究科精
神医学研究室の包括的同意を得て実施した
PA の結果をもとに後方視的に検討した． 
 
C. 研究結果 
チェックリストのうち食事の支度と生活

の管理（冷蔵庫内の管理／郵便物・書類管理 
／ゴミの分別と保管）に関して分析及び修

正を実施した． 
1．食事の支度（表 1） 
各項目の一致の割合は，64.7%から 100%

の範囲であった．一致の割合が 50%台であ
った項目は，「スペースに見合った数の調
理器具で収まっている」(64.7%)，「手が届
く範囲に必要な道具が置かれている」
（64.7％），「コンロに自動消火装置がつい
ている」（64.7％），「床，足元に進路を妨
げるような物が置かれている」（64.7％）
であった．回答者からは，要確認事項として
「ゴミ箱の操作方法が難しい可能性がある」
「調味料は前棚に置いているのみか？」「ま
な板の置き場所（グリルの熱で溶けるリス
クあり）」「ふいにコンロを扱っていたこと
はないのか？」「箸やスプーンなどの食器類
については本人での準備手伝いなどは可能
か？」という意見が挙げられた．回答者から
の不明点として「家電の種類などわかりに
くい」「調味料が台所の水際にあり，入れ物
で見えなくなっている」「調理器具も見えに
くく，家族による実施となっているため
か？」「調理器具や洗剤/スポンジ，火災報知
機の場所が不明」という意見が挙げられた． 
これらの項目を，「調理器具の定位置があ

る」「調味料の定位置がある」「スペースに見
合った数の調理器具で収まっている」の項
目は写真では判断困難とし削除した．「コン
ロ周辺に引火物を置いている」の項目は，具
体的な表現で「布・油・袋・紙などコンロ周
辺に引火物がある」とした． 
 
2．生活の管理（冷蔵庫管理／郵便物・書類
管理／ゴミ分別・保管）（表 2） 
 各項目の一致の割合は，58.8%から 100%
の範囲であった．一致割合が 50%台であっ
た項目は，郵便物・請求書管理の「未開封の
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郵便物・書類を置く場所が決まっている」
(58.8%)であった。一致の割合が 60%台で
あった項目は，ゴミ分別・保管の「割れ物な
どの危険物を別に保管できる場所がある」
(64.7%)，「主要な生活導線上にゴミが置か
れている」 (64.7%)であった． 
要確認事項として「ゴミの管理が外になる

ことで，衛生面（臭い，動物がくるなど）の
問題はないか？」「自転車が多いが，ゴミ捨
てを本人がするときに邪魔になっていない
か？」「自動でごみ箱のふたが理解できるか
要確認」「本人が分別した捨て方ができてい
るか．」という意見が挙げられた．不明点と
して「自分でごみの分別はしているか？」
「自分ですてていないのか？ゴミ箱あけら
れる？」「現時点で立位でのふき取りをして
いるのか？」「不燃ごみ，資源ごみの置き場
所」「ゴミ作業をするのか」という意見が挙
げられた． 
冷蔵庫管理については，「食料品の定位置

がある」，「消費期限切れの食料品が貯蔵さ
れている」は写真では判断困難とし削除し
た．「冷蔵庫の奥を見渡すことができる貯蔵
量」については「冷蔵庫の容量に見合った貯
蔵量」に統合した．「腐敗した食料品が貯蔵
されている」はイメージ強化のため「萎びた
野菜や食料品が貯蔵されている」に修正し
た． 

郵便物・書類管理については，「本人宛と
家族宛および未開封と開封済みを区別して
置いている」は判断困難とし削除した．一致
率の低かった「未開封の郵便物・書類を置く
場所が決まっている」と「開封後の郵便物・
書類を保管する場所が決まっている」は統
合し「郵便物・書類を置く場所が決まってい
る」とした． 

ゴミ分別・保管については，一致率の低か

った「割れ物などの危険物を別に保管でき
る場所がある」については個別性が高いた
め削除し，「主要な生活導線上にゴミが置か
れている」については，他生活行為との調整
により「床，足元に進路を妨げるようなゴミ
がある」とした． 
 
D. 考察 
 今回，専門家で作成した暫定版の PA-
ADL チェックリストを用いて模擬患者を
通して項目の検討を実施した．食事の支度
及び生活の管理（冷蔵庫管理／郵便物・書類
管理／ゴミ分別・保管）の工程・動作に関わ
る環境因子に関して，多くの項目で高い一
致割合を示した．しかし，7 項目／全 38 項
目において一致度が 70％未満であった．こ
れは，今回用いたのは模擬ケースであり対
象者の実像を想像することが難しかったた
め判断が分かれたことや，用いた写真の画
角や範囲により対象項目の内容が判別しづ
らかったこと，私用（本人）の有無が判別し
づらいこと，項目の具体性等が影響してい
ると考えられた．これらの問題点を極力修
正し，妥当性を高めていく予定である． 
 
E. 結論 
今回作成した暫定版の PA-ADL チェック

リストを用いることで，対象者の日常生活
に関わる環境因子までも評価することがで
き，時間的・距離的に訪問が難しいケースな
どの遠隔評価・介入に役立つものと考える．
今回分析した台所や冷蔵庫，ゴミ分別は初
期の IADL 障害に好発しやすい場面であり，
写真にておおよその状態予測が可能となり，
スムーズな作業療法介入が可能になるかも
しれない．加えて，PA-ADL で確認が難し
かった内容を，実介入の際に生活行為工程
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D. 食事の支度（台所周辺）

環境特性
□ オープンキッチン □ セミオープンキッチン □ ガスコンロ
□ IHコンロ □ 食器洗い乾燥機 □ 電子レンジ

□ 冷蔵庫 □ 造り付の収納 □ 食器棚

工程・動作の質 工程・動作にかかわる環境因子
① 効率的観点 □ 調理器具の定位置がある

□ 食器用洗剤/スポンジなど台所用品の定位置がある

□ 動作に時間がかかる（  高 ・ 中 ・ 低  ） □ 調味料の定位置がある

□ 動作エラーが増える （  高 ・ 中 ・ 低  ） □ 水仕事に必要なシンクスペースが十分確保されている

□ 問題なし □ 生ごみや洗っていない食器が放置されたままになっている

□ 調理作業に必要な調理台のスペースが十分確保されている

□ 煮炊き作業に必要なコンロスペースが十分に確保されている

□ シンク⇔コンロ⇔調理台などの動線が確保されている

□ 調理に関連のない物が置かれている

□ スペースに見合った数の調理器具で収まっている

□ 手が届く範囲に必要な道具が置かれている

② 安全性の観点 □ コンロ周辺に引火物を置いている

□ コンロに自動消火装置がついている

□ 転倒・転落のリスク （  高 ・ 中 ・ 低  ） □ 煙探知機/ガス警報器を備えている

□ 家庭内事故のリスク（  高 ・ 中 ・ 低  ） □ 十分な明るさがある
（火災、物品落下などによるケガ） □ 床、足元に進路を妨げるような物が置かれている

□ 問題なし

□ 要確認事項

□ 不明点

調
理
の
準
備
か
ら
片
付
け
ま
で

備
考

分析表（PADA-D）と合わせて確認するこ
とで対象者の ADL の改善に大きく寄与す
ることが考えられる． 
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E.生活の管理（冷蔵庫/郵便物・請求書/ゴミ分別）

環境特性
□ ２ドア □ ３ドア □ 専用冷凍庫

工程・動作の質 工程・動作にかかわる環境因子
① 効率的観点 □ 食料品の定位置がある

□ 保存容器に食品名/日付などのラベル表示がある

□ 動作に時間がかかる （  高 ・ 中 ・ 低  ） □ 冷蔵庫の容量に見合った貯蔵量

□ 動作エラーが増える （  高 ・ 中 ・ 低  ） □ 冷蔵庫の奥を見渡すことができる貯蔵量

□ 他の問題（　　　　　　　　　　　　　　　　） □ 重複した食料品を過剰に貯蔵している

② 安全性の観点 □ 消費期限切れの食料品が貯蔵されている

□ 腐敗した食料品が貯蔵されている

□ 転倒・転落のリスク （  高 ・ 中 ・ 低  ） □ 食料品以外の物が貯蔵されている

□ 家庭内事故のリスク （  高 ・ 中 ・ 低  ） □ 冷蔵庫の上に物が積まれている
（火災、物品落下などによるケガ）

□ 他の問題（　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 要確認事項

□ 不明点

環境特性
□ テーブル/卓上 □ キャビネット □ 書類ケース

工程・動作の質 工程・動作にかかわる環境因子
□ 未開封の郵便物・書類を置く場所が決まっている

□ 本人宛と家族宛に区別して置いている

□ 動作に時間がかかる （  高 ・ 中 ・ 低  ） □ 未開封と開封済みを区別して置いている

□ 動作エラーが増える （  高 ・ 中 ・ 低  ） □ 開封後の郵便物・書類を保管する場所が決まっている

□ 他の問題（　　　　　　　　　　　　　　　　） □ 書類を種類別に分けて保管している

□ 要確認事項

□ 不明点

環境特性
□ 台所周辺 □ 勝手口周辺 □ ベランダ

工程・動作の質 工程・動作にかかわる環境因子
① 効率的観点 □ ゴミ箱の定位置がある

□ ゴミの種類別にゴミ箱が分類されている

□ 動作に時間がかかる （  高 ・ 中 ・ 低  ） □ ゴミの分別/収集動作に必要なスペースが十分確保されている

□ 動作エラーが増える （  高 ・ 中 ・ 低  ） □ ゴミ箱にラベル表示がある

□ 他の問題（　　　　　　　　　　　　　　　　） □ ゴミ出しカレンダーがある

② 安全性の観点 □ 割れ物などの危険物を別に保管できる場所がある

□ ゴミ箱の容量以上に大量のゴミを保管している

□ 転倒・転落のリスク （  高 ・ 中 ・ 低  ） □ 主要な生活導線上にゴミが置かれている

□ 家庭内事故のリスク （  高 ・ 中 ・ 低  ）
（火災、物品落下などによるケガ）

□ 他の問題（　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 要確認事項

□ 不明点
備
考

冷
蔵
庫
内
の
管
理

備
考

郵
便
物
・
重
要
書
類
の
管
理

備
考

ご
み
の
分
別
と
保
管
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